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1調 査 状 況

1調査 にいた るまで

中央道関係の経過

ア 整備計画とその経過

昭和32年 4月 、高度経済成長政策の一つとして「国土開発縦貫 自動車道建設法」が公布 され、その中の

一つ に中央 自動車道予定路線 も発表 された。その後、諏訪回 り案 に改正 され、本線を西の宮線、岡谷から

分岐 し長野へ通ずるものを長野線 と呼ぶ。昭和41年 7月 に五縦貫道整備計画が決定 され、その後道路整備

施行命令が日本道路公団に出されている。中央 自動車道西の宮線は、小牧・東京間やく 360km、 その うち

長野県内は、岐阜県中津り|1市から恵那山 トンネルで伊那谷 に通 じ、天竜り||に沿 って北上 し、諏訪盆地を横

切 り、八ケ岳山麓を通 って山梨県に至るやく 122kmと なっている。

昭和41年、日本道路公団名古屋支社は飯田市に飯田工事事務所を設置 し、その後の進展 に伴い恵那山 ト

ンネル東工事事務所、伊那市・諏訪市にも工事事務所が設けられた。長野県でもこれに呼応 して、県庁内

に長野県中央道建設対策本部が組織 され、企画部 に中央道課が、その出先機関として中央道事務所が、飯

田・伊那・諏訪 3市に置かれた。このような現地体制の整備 につれて、ルー ト発表・立入測量・設計協議・

巾杭設置そして用地買収へ と業務は段階的に進むのではあるが、現実は遅々として進まず、年月を・費や し

ていたが、昭和45年頃から用地買収 も進展 し、それに伴 って全線がいくつもの工区に分 けられて本線工事

が発注 されている。昭和42年 3月 恵那山 トンネル補助 トンネルエ事が始まり、昭和44年 11月 には恵那 トン

否ル本線 トンネルエ事に着手 し、昭和45年には阿智工区から本線工事に入っている。昭和47年後半になる

と埋蔵文化財発掘調査の終 るのを追い駆けるように、飯田・高森・松川・飯島・駒ケ根工区には大形機械

が導入 されて整地作業がなされ、長期間人手をかけて掘 りあげた遺跡が、短時 日の うちに姿を消 している。

ここで問題 になることは、日本道路公団から施工業者への工事仕様書の中に、調査予定の埋蔵文化財包蔵

地が記載 されていないことがあって、工事によって発掘調査前の遺跡が破壊 された例のあったことである。

イ 埋蔵文化財の対策とその経過

縦貫道計画が発表された昭和41年頃、開発が全国的に広 まりだ して、各地で文化財保護についての問題

が取 りあげられていた。文化財保護委員会 (現文化庁)では、開発機関との間でその保護についての調整
を計っていた頃であったので、日本道路公団との間で、昭和42年 9月 に「日本道路公団の建設事業等工事
施工に伴 う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関する覚書」 を取交 した。それより先、昭和41年 には、中央 自動



車道関係県文化財主管課協議会を開催 し、文化財の取扱いについて打合せている。県教育委員会では、昭

和42年に入って関係市町村連絡協議会を、飯田 0伊那・諏訪 3地区で開きその対策を打合せる。 さらに、

昭和42年国庫補助事業 として、中央自動車道用地内とその周辺の遺跡分布調査を実施 し、下伊那地区 147

遺跡、上伊那地区 112遺跡、諏訪地区90遺跡計 349遺跡 を確認する。その後ルー ト発表に伴い補足調査 を

実施 し、中央道用地内には、下伊那地区で63遺跡 (含斜坑広場 )、 上伊那地区83遺跡、諏訪地区44遺跡の

計 190遺跡の存在を知 る。分布調査では埋蔵文化財 を除 く文化財についても調査 しているが、その取扱い

については
゜
「覚書」 に触れられていないこともあって、関係市町村教育委員会にその交渉が任せ られてい

る。「覚書」 にもとづいて、埋蔵文化財包蔵地 (以下「遺跡」 というDの取扱いについては、その下交渉

及び発掘調査は各県教育委員会が当ることになっており、文化庁の指導もあって、長野県が中心 となり愛

知 。岐阜・山梨の 4県で「中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会」を持 ち、この会には日本道路公団

関係者も加って、昭和 42、 43、 44年に開催 されたが、管轄公団支社の業務進展がまちまちであり、各県の

取 り組み方 も一様でないため、充分な連絡調整 もで きないうちに、愛知・山梨・岐阜県の順で、路線内の

遺跡発掘調査が開始 されていった。

遺跡の取扱いについては、「覚書」の中で、A・ 路線計画からはずすもの、B・ 路線計画の中に入れる

が保護するもの、CO路 線計画の中に入れ、事前に発掘調査をし記録 して保存するものの 3区分 されてい

る。それに基づいて、中央 自動車道地内遺跡 についても、A・ BOCの 3区分 されていたが、路線決定の

後では、その変更が容易でなく、結局 190遺跡すべてCと なった。この最終決定は、県教育委員会の意見

聴取 に基づいて文化庁でなされる。これらの遺跡の発掘調査は、 日本道路公団が費用負担 して、県教育委

員会と契約 して実施するように「覚書」で きめられている。 しかし、県教育委員会では、直営の発掘調査

体制を組織することが困難であるとの立場から、「長野県中央道遺跡調査会」を結成 し、その中に遺跡調

査団をおいて業務を遂行することにし、そこへ指導主事を調査主任 として出向させることにした。

この調査体制が確立する前の昭和45年 3月 に、飯田市上飯田地区の 2遺跡 (さ つみ・古屋垣外)の発掘

調査が行なわれた。この調査は、年度末も迫っているため県教育委員会が受託することは困難 なためと、

試み的な意味 もあって、「長野県中央道遺跡調査会」 を結成 し、同調査会が受託 して実施 した。暫定的な

措置であつたが、長野県下最初の中央道用地内埋蔵文化財包蔵地の発掘調査である。

同年 4月 から、本格的な発掘調査体制確立のために、県教育委員会社会教育課 (後 に文化課 に独立)で

は、担当指導主事を 2名増員 し、 4名 とする。一方では、各地区の関係市町村教育委員会との打合せ会を

持 ち、日本道路公団名古屋支社 との協議も具体化 し、 6月 と 7月 の現地協議 によって昭和45年度の調査地

区も決定 した。そこで、 7月 には「長野県中央道遺跡調査会」を再結成 した。

昭和45年度は、 8月 に下伊那郡阿智村地内 7遺跡 (調査費 179万円)、 9月 に飯田地内その 1地区10遺

跡 (調査費1590万円)の発掘調査委託契約を相次いで結び、 9月 2日 には、下伊那郡阿智村川畑遺跡 にお

いて、長野県下中央道揮蔵文化財包蔵地発掘調査の鍬入式を挙行 している。翌 9月 3日 から2班編成の調

査団によって発掘調査を開始 している。10月 に上伊那郡宮田村地内その 1地区 6遺跡 (調査費 500万円 )

の発掘調査委託契約を結びミ昭和46年 3月 45年度の業務を完了した。

昭和46年度は、 4月 に、上伊那郡飯島町内その 1地区 (調査費1224万円)、 8月 に下伊那郡高森町内そ

の 1地区 (調査費3120万円)、 9月 に下伊那郡阿智村園原斜坑広場 その 1杉の本平遺跡 (調査費 730万円 )
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の発掘調査委託契約が結ばれ、発掘調査が進められている。なお上伊那郡中田切川橋梁工事先工 に伴 う上

伊那郡飯島町内その 2久根平遺跡 (調査費 123万円)の発掘調査委託契約が、 9月 に結ばれ、特設調査団

が組織 され調査 を完了している。

昭和47年度は、買収契約 も進展 し、上下伊那郡下の各工区において工事発注が続出する年とあって、県

教育委員会文化課 においては、担当指導主事を 3名増員 し、 4班編成の調査団を組織 し、飯田・下伊那地

区に 2班、伊那・上伊那地区に 2班づつ常駐 させて発掘調査 に当っている。 4月 に飯田市内その 2地区17
ノ遺跡 (調査費2367。 5万円)、 上伊那郡飯島町内その 3地区 8遺跡 (調査費 677。 1万円)、 伊那市西春近地

区18遺跡 (調査費3361.6万 円)の発掘調査委託契約が成立 し、広範囲にわたる発掘調査が開始 されている。

さらに、下伊那郡高森町内その 2地区 5遺跡 (調査費2002万 円 )、 下伊那郡松川町内12遺跡 (調査費1864。 3

万円)、 駒ケ根市内 8遺跡 (調査費 563.5万円)の発掘調査委託契約が 7月 に成立 してぃる。 8月 には、

上伊那郡南箕輪村内その 1地区 5遺跡 (調査費1051。 5万円)の発掘調査委託契約が結ばれている。 さらに

飯田市山本地籍石子原遺跡 において多量 に発見 された石器群は、中期ローム層包合の旧石器として、その

重要性が認められて第 2次調査の再協議が成立 し、飯田市内その 3(調査費 410万円)と して発掘調査委
託契約が結ばれている。10月 には上伊那郡南箕輪村内その 2地区 4遺跡 (調査費 514。 4万円)と 、上伊那

郡の天竜川橋梁工事 と辰野町平出陸橋工事に伴 う辰野町内その 1地区 3遺跡 (調査費 497。 2万円)の発掘

調査委託契約が成立 している。本年度調査 された遺跡は、数 にして81、 面積 にして132180ぽ と広大である

ばかりでなく、遺構 0遺物の発見も膨大にして、発掘調査の成果も多大である。45年発掘調査開始以来 3

年目を終 ろうとしている今 日、出土遺物の累積 も予期以上に多 く、関係市町村当事者や、考古学者等から

その資料の保存・活用の方途についての要望が提出されている。中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査 も、昭

和48年度の上伊那地区北半 と、諏訪地区の調査や、やがて予想される長野線の発掘調査 を含めて、新 しい

局面を迎えているように思 える。

ウ 中央道関係の経過一覧

この経過一覧は、前項のものと重複するものも多いが、10数 年 にわたる道路建設の過程 と発掘調査の経

過は、将来活用 されることがあろうと思われるので記載 した。中央道建設法案 とそれに基づ く機関、県の

対策機関設置、ルー ト発表の経過、文化財保護のための諸協議・諸会合、発掘調査 に関する経過 について

は全部載録 した。用地買収契約および工事着工については、最初のものだけ記載 した。なお、発掘調査委

託契約地区名について、昭和47年度から呼称が変っているか、ここでは従来の例 にならっている。

3204016 国土開発縦貫自動車道建設法の公布 (施行同年 7月 31日 )
32・ 7・ 25 中央 自動車道予定路線を定める法律制定

39・ 6016 国土開肇縦貫自動車道建設法の一部改正により、中央 自動車予定路線は諏訪回りに改正
4107025 五縦貫道整備計画決定、道路整備施行命令が 日本道路公団に出る。
〃 08012 長野県中央自動車道対策協議会開催
〃・ 8012 恵那山 トンネル立入測量開始
〃・ 9022 中央自動車道長野県建設協力会開催
〃 09030 下伊那郡阿智村の下部、飯田市、鼎町 (14km)ルー ト発表
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41011016 長野県中央道建設対策本
チ
設置、県企画部に中央道課および飯田中央道事務所設置

〃 012015 中央自動車道関係県文化財主管課協議会開催 (東京 )

42・ 2014 中央道建設用地内文化財の取扱いについて関係市町村連絡協議会開催 (下伊那地区 )
〃 02021       〃                〃        (上 伊那地区 )

〃・ 2022     〃            〃      (諏 訪 地 区 )

〃 03023 恵那山 トンネル (4.7km)ルー ト発表

〃 03028 下伊那郡上郷町 0飯 田市座光寺・高森町・松川町 (14.5km)ルー ト発表
〃・
‐
3・ 31 恵那山 トンネル補助 トンネルエ事着工

〃・ 4015 文化庁で中央 自動車道用地内の埋蔵文化財保護対策打合せ会開催
〃 0504 伊那中央道事務所設置

〃・ 5・ 30 中央道建設地域内埋蔵文化財分布調査費国庫補助申請

〃 06・ 13 中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会開催 (第 1回  長野県庁 )
〃 0801 下伊那地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 147
～12                       (団 長   大沢和夫 )

〃 01101 上伊那郡飯島町・駒ヶ根市・宮田村・伊那市・南箕輪村 (36.6km)ルー ト発表
〃・11・ 10 上伊那地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 112
～26                       (団 長   林 茂樹 )

〃 011・ 27 諏訪地区中央道建設用地内埋蔵文化財緊急分布調査 調査遺跡数 90
～12015                       (団 長   藤森栄一 )
〃 012・ 16 下伊那郡阿智村殿島・智里地区 (5.65km)ルー ト発表

43・ 2027 公団名古屋支社 と中央道埋蔵文化財の保護措置について協議 (43年 の発掘調査について )
〃・ 3050公 団本社 と保護措置について協議 (43年 の発掘調査について )
〃・ 7023 下伊那郡阿智村智里殿島地区、県内の トップをきって用地買収契約成立

〃 010012 中央 自動車道関係県文化財対策連絡協議会開催 (第 2回 松本市 )

44・ 3・ 18       〃          〃   (第 3回 岐阜市 )
〃・ 7・ 15 公団名古屋支社 と協議  (飯 田市上飯田地区の発掘調査について )

〃 08012 上伊那郡辰野町 (8 km)ルー ト発表

〃 010・ 3 飯田市上飯田地区 3遺跡について公団名古屋支社から意見聴取 (県教委回答 12・ 11)

〃 010・ 8 中央道関係市町村教委連絡協議会開催 (飯 田市 )‐
〃 010020 飯田市上飯田地区 3遺跡について公団名古屋支社 との現地協議

〃 010031 中央道関係市町村教委連絡協議会開催 (伊那市 )

〃 011011 恵那山 トンネル本線 トンネルエ事起工式

〃 012・ 11 公団名古屋支社 と協議 (45年の発掘調査について )

4501029 諏訪郡富士見町 (11.2km)ル ー ト発表

〃・ 202 公団名古屋支社 と協議  (上飯田の 3遺跡と45年 度の発掘調査について )

4502023 岡谷市 と諏訪市の一部 (14。 7km)ルー ト発表



4502024 下伊那郡阿智村殿島地区において、県下最初の平地地区本線工事開始
〃・ 2027 長野県中央道遺跡調査会結成 (飯 田市上飯田地区の調査に限る )
〃 0302 公団名古屋支社 と長野県中央道遺跡調査会 との間で、上飯田地区 2遺跡の発掘調査委託契約

成立 (委託金額 80万円 )

〃 0305 飯田市上飯田地区さつみ・古屋垣外遺町の発掘調査開始 (～ 3021)(団 長 大沢和夫 )
〃 03031 飯田市上飯田さつみ・古屋垣外遺跡発掘調査報告書刊行
〃 04022 公団名古屋支社 と協議  (45年度の発掘調査について )
〃 04023 上・下伊那地区中央道用地内遺跡視察 (県教育委員会担当者 )
〃 0508 下伊那郡阿智村～松川町間 (57遺 跡 )埋蔵文代財包蔵地についての意見聴取 (県教育委員会

回答  5026)
〃・ 5014 中央 自動車道西の宮線起工式 (於多治見市 )
〃・ 6・ 1 公団名古屋支社 と協議  (発掘調査上の問題について )
〃 0609 下伊那地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (飯 田市 )
〃・ 6011 下伊那郡阿智村 7遺跡・飯田市 (上飯田・座光寺 )7遺 跡・鼎町 2遺跡・上郷町 1遺跡にう)

～12 いて、公団名古屋支社 と現地協議
〃 06   昭和45年度中央道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査予算案 を 6月 県会に提出
′′・ 6・ 29 上伊那地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (伊那市 )
〃・ 6030 諏訪地区中央道関係市町村 と文化財保護打合せ会開催 (諏訪市 )
〃・ 7・ 8 上伊那郡宮田村地内 7遺跡について、公団名古屋支社 と現地協議 (二 10日 )
'07022 長野県中央道遺跡調査会結成準備会・第 1回理事会開催 (飯 田市 )
08=17 下伊那郡阿智村地内 7遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額  179万円 )
・ 901 飯田地区その 1地内10遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額 1590万 円 )
〃・ 902 中央道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査鍬入式挙行 (下伊那郡阿智村小野川川畑遺跡 )
〃・ 90´3 下伊那郡阿智村地内 7遺跡 (川 畑・北垣外・橋場・矢平Ⅱ・杉ヶ洞・宮の脇・坊塚 )発掘調

査開始 (終了 9022)

〃・ 903 岡谷市内中央道建設用地内埋蔵文化財分布調査 (～ 5日 )
〃 0905 伊沢県教育長、下伊那郡阿智村川畑・北垣外遺跡視察
〃 0907 諏訪郡富士見町内中央道建設用地内埋蔵菜化財分布調査 (～ 10日 )
〃・ 908 田中県教育次長、下伊那郡阿智村川畑・北垣外遺跡視察
〃 09022 飯田地区その 1地内10遺跡 (山岸 ,天伯B・ 権現堂前・さつみ・赤坂・宮崎A・ 宮崎B・ 大

門原B・ 大門原D・ 大久保 )の発掘調査開始 (終了4601018)
〃 010019 上伊那郡宮田村地内 6遺跡 (高河原・釈迦堂・宮の沢・元宮神社東・夫伯古墳・円通寺 )の

発掘調査開始 (終了45012018)

_〃

010048 公団名古屋支社総務部長・田中県教育次長、権現堂前・大門原B遺跡視察
〃 010029 公団名古屋支社副支社長 t大門原B・ 大門原D遺跡視察
〃・11016 長野県中央道遺跡調査会第 2回理事会開催 (飯 田市座光寺大門原B・ 宮崎A、 上伊那郡宮田



村天伯古墳視察、理事会宮田村福祉センター )

45011・ 17 公団名古屋支社 との協議  (昭和46年度発掘調査地区の選定について )

〃 11028 下伊那郡阿智村地内発掘調査報告会開催 (下伊那郡阿智村智里東小学校 )

〃 01205 上伊那郡宮田村地内発掘調査報告会開催 (上伊那郡宮田村福祉センター )

〃 012025 茅野市・原村・諏訪市の一部 (12。 4km)ルー ト発表、これをもって県内や く122kmのルー ト

発表完了

46・ 1・ 12 伊沢県教育長、下伊那郡鼎町山岸遺跡視察

〃・ 201 公団名古屋支社 と協議  (昭和46年度の発掘調査地区について、飯田市山本 0伊賀良地区用

地内遺跡視察 )

〃 0202 下伊那郡高森町・松川町0上伊那郡飯島町地内遺跡について、公団名古屋支社 と現地協議 (昭

和46年度発掘調査地区決定 )

〃・ 2028 上伊那郡宮田村地内中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

〃 03011 飯田地区その 1発掘調査報告会開催(公団・各事務所・市町村教委に対 して )

〃 03・ 15 飯田地区その 1発掘調査報告会開催 (一般公開)        ~

〃・ 3020 飯田地区その 1中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行

〃・ 4・ 1 飯島町地内その1地区(七久保 )7遺跡の発掘調査委託契約成立 (委託金額 1224万 円 )

〃 04012 飯島町地内その 1地区 (七久保 )発掘調査団結団式挙行 (飯島町役場 )         ´

〃 04013 飯島町地内その 1、 7遺跡(鋳物師原・鳴尾天白・鳴尾 0尾越・道満・北原東・小段遺跡 )

の発掘調査開始 (終了460703)

〃・ 4026 長野県中央道遺跡調査会第 3回理事会開催 (伊那市上伊那郷土館 )

〃 05・ 24 恵那山 トンネル斜坑口および土捨場問題協議会、長野県庁企画部長室で開催 (公団名古屋支

社 t恵那山 トンネル東工事事務所、阿智村教育委員会、同建設課、長野県中央道課、飯田中

央道事務所、下伊那地方事務所商工建築課、飯田教育事務所、長野県教育委員会 )

〃 0607 下伊那郡阿智村園原杉の木平・児の宮遺跡緊急分布調査 (～ 8)

〃・ 6016 公団本社 0同名古屋支社 と協議 (下伊那郡阿智村園原恵那山 トンネル斜坑口と土捨場予定地

の保護措置について )

〃・ 701 公団名古屋支社から恵那山 トンネル飯田方斜坑広場 (杉の本平遺跡 )埋蔵文化財について意

見聴取

〃 07015 飯島町地内その 1発掘調査報告会開催 (飯島町役場七久保支所 )

〃・ 7020 公団名古屋支社総務部長 と県教育長の協議 (恵那山 トンネル斜坑土捨場問題について )

〃・ 801 下伊那郡高森町地内その 1(10遺跡 )の発掘調査委託契約成立  (委託金額 3120万円 )

〃 0806 下伊那郡高森町地内その 1地区発掘調査団結式と打合せ会 (高森町役場 )

〃・ 8・ 10 下伊那郡高森町地内その 1地区、10遺跡 (弓矢・無縁堂・神堂垣外・鐘鋳原 A・ 瑠璃寺前・

大島山東部・赤羽根・出原西部・出早神社附近・正木原 I)発掘調査開始 (9014中 断、100

23再開、終了4701014)

〃 08018 恵那山 トンネル飯田方斜坑広場埋蔵文化財保護措置について県教委回答
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公団名古屋支社 と恵那山 トンネル斜坑広場 (杉の木平遺跡 )の現地協議

公団名古屋支社 と上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )の現地協議
伊沢長野県教育長、下伊那郡阿智村杉の木平遺跡・高森町鐘鋳原遺跡視察

下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1(杉の木平遺跡 )発掘調査打合せ会 (阿智村駒場公民館 )
下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1(杉の木平遺跡 )の発掘調査委託契約成立 (委託金額730
万円

赤尾長野県教育次長、下伊那郡高森町鐘鋳原遺跡視察

下伊那郡阿智村園原斜坑広場その 1(杉の本平遺跡 )発掘調査開始 (終了1101)

上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )委託契約成立  (萎託金額 123万円 )
上伊郡郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )発掘調査開始 (終了10013)

長野県議会社会文教委員会―行下伊那郡高森町瑠璃寺前遺跡視察

長野県中央道遺跡調査会第 4回理事会開催 (高森町畜産センター )

飯田市山本 0伊賀良12遺跡、下伊那郡鼎町 1遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

下伊那郡高森町地内 4遺跡、松川町地内10遺 跡、上伊那郡飯島町地内 8遺跡、宮田村地内 1

遺跡、駒ヶ根市地内 8遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

伊那市西春近地内18遺跡について公団名古屋支社 と現地協議

上伊那郡飯島町地内その 1中央道埋蔵文イヒ財包蔵地発掘調査報告書刊行

上伊那郡飯島町地内その 2(久根平遺跡 )中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書干J行
下伊那郡高森町地内その 1中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行

下伊那郡阿智村斜坑広場その 1中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書刊行      |

下伊那郡阿智村園原斜坑広場 (杉の木平遺跡 )発掘調査報告会開催 (智里西診療所 )

下伊那郡高森町地内その 1地区発掘調査報告会開催 (高森中学校 )

園原斜坑広場 (杉の木平遺跡 )、 高森町地内その 1地区発掘調査報告会開催 (一般公開 )

飯田市内その 2地区 (17遺跡 )の発掘調査委託契約成立    (委 託金額 2367.5万円 )
飯島町内その 3地区 (8遺跡 )の発掘調査委託契約成立    (委 託金額  677.1万 円 )
伊那市西春近地区 (18遺跡 )の発掘調査委託契約成立    (委 託金額 3361.6万円 )
飯田市内その 2地区発掘調査打合せ会 (飯 田合同庁舎 )

飯田市内その 2地区ほか下伊那地区発掘調査団結団式挙行 (飯 田合同庁合 )

飯田市内その 2地区、17遺跡 (かぶき畑・柳田 0山 田・石子原・石子原古墳・ようじ原 0上

の平東部・寺山 0六反田・滝沢井尻・小遺外・三壺淵 0上の金谷・辻垣外・大東・酒屋前・

大門原 B)の発掘調査開始 (終了480207)

上伊那地区発掘調査団結団式 と発掘調査打合せ会 (上伊那地方事務所会議室 )

飯島町内その 3地区、 8遺跡 (う どん坂南・ うどん坂Ⅱ Oう どん坂 I・ 山溝・八幡林・石上

神社前・庚申平・大田沢春 日平 )の発掘調査開始 (終了4706028)        ゛

伊那市西春近地区・18遺跡 (和手・富士山下・富士塚・菖蒲沢・南丘 A・ 南丘 BO名廻南・

名廻東古墳・名廻・ 白沢原 0山寺垣外・細ヶ谷 B・ 百駄刈・北丘 B・ 大境・山の根・城平・

1 027
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3 0 20
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3 025
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城平上)の発掘調査開始。 (終了47012014)

4704026 長野県中央道遺跡調査会第 5回理事会開催。 (伊那市上伊那図書館 )
ク・ 6020 公団名古屋支社と、上伊那地区橋梁工事に伴 う調査遺跡追加と、飯田市山本石子原遺跡第 2

次調査 について協議 (県庁教育次長室 )

ク・ 6022 公団名古屋支社 と飯田市山本石子原遺跡第 2次調査 について現地協議。

ク 0703 下伊那郡高森町内その 2地区 (5遺跡)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額2,002万円 )
ク 0706 下伊那郡松川町内 (12遺跡)の発掘調査委託契約成立。    (委 託金額 1,864。 3万円 )

ク 0706 駒ケ根市内 (8遺跡)の発掘調査委託契約成立。        (委 託金額 563.5万 円 )

ク・ 707 駒ケ根市内 8遺跡 (大徳原南B・ 大徳原南A・ 大徳原北・横前南・中山原・新田原・女体北 。

切石墓地)の発掘調査開始。 (終了47・ 901)

ク 07012 飯田市内その 3(石子原遺跡第 2次調査)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額 410万円 )

ク 07014 下伊那郡松川町内12遺跡の発掘調査打合せ会。 (松川町福祉センター)

み・ 7024 下伊那郡高森町内その 2地区 5遺跡 (神田裏・新田西裏・増野新切・増野川子石・鐘鋳原A)

の発掘調査開始。 (終了4701109)

ク 07024 下伊那郡松川町内12遺跡 (里見Ⅱ O里見 V・ 境の沢・中原 I・ 庚申原 10庚申原 Ⅱ・平林・

や し原・片桐神社東・水上・丈源田Ⅲ・丈源田Ⅳ)の発掘調査開始。 (終了47011011)

ク・ 8015 公団名古屋支社 と上伊那郡南箕輪村内 9遺跡 と辰野町内その 1地区 3遺跡 について現地協議。

ク・ 8017 飯田市内その 3(石子原遺跡)発掘調査団結団式。 (飯田教育事務所 )

ク・ 8017 飯田市内その 3(石子原遺跡)の発掘調査開始。 (終了4709030)

ク・ 8021 上伊那郡南箕輪村内その 1地区 (5遺跡)の発掘調査委託契約成立。(委託金額 1.051。5万円 )

ク・ 901 上伊那郡南箕輪村内の発掘調査打合せ会開催。 (南箕輪村公民館 )

ク 0904 上伊那郡南箕輪村内その 1・ その 2地区 9遺跡 (南原・三本木原・曽利目・在家・大芝原・

大芝東・南高根・北高根 A・ 北高根 B)の 発掘調査開始。 (終了47012・ 9)

ク 01009 上伊那郡南箕輪村内その 2地区 (4遺跡)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額514。 4万円 )

ク 01009 上伊那郡辰野町内その 1地区 (3遺跡)の発掘調査委託契約成立。 (委託金額 497:2万金 )

ク 010011 上伊那郡辰野町内その 1地区の発掘調査団結団式 と発掘調査打合せ会。 (辰野町公民館 )

ク 010012 上伊那郡辰野町内その 1地区 3遺跡 (五反田・越道・平出山の神)の発掘調査開始。 (終了

470 11030)

ク 011015 長野県中央道遺跡調査会第 6回理事会開催。 (伊那市上伊那図書館 )

ク 01204 公団名古屋支社 と昭和48年度調査体制・調査地域 について協議。 (公団伊那工事事務所 )

ク 01205 公団名古屋支社 と伊那市内その 2地区 (4遺跡 )・ 箕輪町内 (3遺跡 )・ 辰野町内その 2地
!

区)(14遺跡・諏訪郡富士見町内 (7遺跡)について現地協議。

ク 012015 上伊那地区中央道埋蔵文化財包蔵地出土の遺物展示会開催。 (上伊那地方事務所大会議室 0

～ 016 -般公開 )
ク 012016 上伊那郡辰野町内その 1地区 (3遺跡)の発掘調査報告会開催。 (辰野町公民館 )

-8-



480 3 0

ク 030

ク・ 30

ク 030

//030

16 上伊那郡飯島町内その 3地区発掘調査報告会開催。 (飯 島 町 公 民 館 )

18 飯田市内その 20そ の 3地区発掘調査報告会開催。 (下伊那教育参考館 )
ク 下伊那郡高森町内その 2地区発掘調査報告会開催。 (    ク   )
ク 下伊那郡松川町内発掘調査報告会開催。     (    ク   )

19 上伊那郡南箕輪村内その 1。 その 2地区発掘調査報告会開催。 (南箕輪村公民館 )

24 駒ケ根市内発掘調査報告会開催。 (駒ケ根市役所大会議室 )

26 伊那市西春近地区発掘調査報告会開催。 (伊那市福祉センタ_)

発掘調査委託契約

中央 自動車道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査は、「日本道路公団の建設事業等工事施工 に伴 う埋蔵文

化財包蔵地の取扱いに関する覚書」によると、事業施行前 に、公団は県教育委員会の意見聴取の上、文化

庁 との間で協議することになっている。その結果、記録保存 と決定 され、発掘調査が必要 とならた場合、

公団は、県教育委員会に委託 して実施 されることになっている。そのため、県教育委員会は、公団と現地

協議などの事務接衝 の うえ、調査遺跡の発掘面積、調査費、調査期間t調査方法等が決められる。その後、

公団から調査依頼、県教育委員会から調査受託の文書の往来があって、つ ぎのような発掘調査委託契約が

締結 されている。

ア 発掘調査委託契約書

2)

委託事務の名称

委 託 期 間

3委 託 金 額

4 委託金支払場所

日本道路公団 (以下

の実施を乙に委託する。

中央 道埋蔵文化財発掘調査 (駒 ケ根市その 1)

日召不‖47イ11711711か ら                 
し

昭和48年 3月 20日 ま¬ひ

¥5,635,000FltL

日本道路公団名古屋支社

「甲」という。)は、長野県教育委員会 (以下「乙」という。)に頭書の発掘調査

第 1条 甲はt別紙発掘調査計画書に基づ き、頭書の委託金額の範囲内で頭書の発掘調査の実施 を乙に委

託する。

第 2条 甲又は乙の都合により委託期間を延長 し若 しぐは発掘調査計画を変更 し、又は発掘調査 を中止す

るときは、事前に協議 して書面により定めるものとする。

第 3条 乙は、委託契約締結後、遅滞なく作業予定表及び資金使用計画書を作成 し甲に提出 しなければな

らない。

第 4条  乙は、第 3条の資金使用計画書に基づ き頭書の発掘調査 を実施するために必要 な経費の概算払を

甲に請求することがで きる。



2 甲は、前項の請求のあったときは頭書の発掘調査の進捗状況 を勘案 して請求書を受理 した日から15日

以内に所要の額を支払 うものとする。

第 5条 甲は、必要 と認めるときは頭書の発掘調査の処理状況 について調査 し又は報告書及び作業調査 日

誌の提出を求めることがで きる。

2 乙は、甲が期限を指定 して中間報告を求めたときは、これに応 じなければならない。

3_乙は、発掘調査の実施 にあたり作業イ固所に作業表示旗をかかげ発掘調査関係者には、腕章等を着用 さ

せな,け ればならない。

4 乙は、頭書の発掘調査が完了したときは、すみやかに頭書の発颯調査の実施結果に基づ く報告書 (B

5版2暗5)を 作成 し委託期間内に甲に提出しなければならない。 '1

5 乙は、費用精算調書を作成 し、委託期間満 了後 1箇月以内に甲に提出しなければならない。

第 6条 この契約に基づ く報告書、費用精算調書其の他の関係書類の作成事務の取扱は、甲が春■指定 し

ない限 り、乙の本来の事務取扱に準 じて処理するものとする
｀
。

第 7条  乙がこの委託契約に基づ き甲の費用をもって取得 した購入物件等はすべて甲に帰属するものとす

る。

第 8条 発掘調査 に関する文化財保護法及び遺失物法等に関する諸手続については、乙が代行するものと

する。

第9条 乙の責に帰する事由により頭書の期間内に第5条第4項に規定する報告書を提出しないときは甲
は遅滞損害金 と、して期限満了日の翌 日から起算 し提出当日までの遅滞 日数に応 じ頭書の委託金額に対 し

て年 8。25%の割合で計算 した金額を徴収することがで きる。

2 甲の責に帰する事由により第 4条の規定による委託料の支払いが遅れた場合には、乙は、甲に対 して

遅滞 日数 に応 じて年 8。25%の書t合 で遅延禾u息の支払いを請求することがで きる。

第10条  乙の責 に帰すべ き事由により甲が契約を解除 したときは、乙は頭書の委託金額の10分 の 1を違約

金 として甲の定める期限までに申に納付 しなければならない。

第11条  この契約を変更する必要が生 じたときは、甲乙協議 して定めるものとする。

|

上記契約の証 として本書 2通を作成 し、当事者記名押印の上、各 自 1通を保有する。

昭和47年 7月 6日

委 託 者  名古屋市中区栄 4丁 目 1番 1号 (中 ロビル11～ 12階 )    :

 ́   日本道路公団名古屋支社

支社長  平 野 和 男

受 託 者  長野県教育委員会
教育長  小 松 孝 志

イ 長野県中央道遺跡調査会
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長野県教育委員会では、直接発掘調査する組織 を持 っていないので、この発掘調査 にだけ当る長野県中

央道遺跡調査会を結成 し、同調査会に再委託 し、同調査会が組織する調査団が発掘調査 に当ることになっ

ている。

昭和45年 7月 22日 に、長野県中央道遺跡調査会が結成 されて以来、年 2回の理事会が開かれている。年

度頭初の理事会において、発掘調査の受託を決定 し、年度末のそれは、発掘調査結果や現状・対策につい

て検討 されている。県教育委員会 との委託契約書の内容は、公団と県教育委員会のそれと大差 ないので省

略する。同調査会規約・昭和47年度役員・ 駒ケ根市 地区 調査団組織はつ ぎのとおりである

0 長野県中央道遺跡調査会規約

第 1条  この調査会は、長野県教育委員会の委託 を受けて、中央道建設及び関連工事用地内遺跡の発掘調

査を実施 し、その記録の作成、発掘された文化財の保存活用方法を研究することを目的 とする。

(名称 )

第 2条  この調査会は長野県中央道遺跡調査会 (以下「調査会」 という。 )と 称する。

(組織 )

第 3条  調査会は、次に掲げる役員をもって組織する。

(1)会長  1名  (2)理 事 若干名  (3)監 事  2名

事務所 )

第 4条 調査会の事務所は、会長が別に定める事務所内に置 く。

(会長及び理事 )

第 5条 会長は、長野県教育委員会教育長 をもってあてる。

2 理事は次に掲げるもののうちから会長の委嘱 した者をもってあてる。

(1)学 識経験者

(0 関係市町村教育委員会連絡協議会の代表者

(励 関係行政機関の職員

(会長及び理事の職務 )       、

関係学会の役員

関係市町村教育委員会の教育長

(2)発掘調査の受託に関すること。

(4)そ の他必要な事項

第 6条 会長は調査会の業務を総理し、調査会を代表する。

2 理事は、理事会を構成し、次の事項を審議する。

(1)調査会の運営に関すること。

(3)規約の改正に関すること。

3 会長に事故があるときは、理事のうちか ら会長が指名 した者が、その職務 を代行する。

(理事会の招集 )

第 7条 理事会は必要に応 じて会長が招集する。

2 理事会は、理事の半数以上の出席がなければ開 くことができない。

3 前項の場合、当該議事について書面をもってあらか じめ意志表示 し、または他の理事 を代理人と

表決を委任 した役員は出席 ヒ′たものとみなす。

4 理事会の議事は、出席理事の過半数で決 し、可否同数のときは、会長の決するところによる。



(顧問 )

第 3条  調査会に顧問若干名を置 くことができる。

2 顧間は理事会の推薦により会長が委嘱する。

3 顧間は会長め諮間に応ずるとともに、理事会に出席 し調査会の業務につ 0ヽて助言する。

(監事 )

第 9条 監事は、理事会の推薦により会長が委嘱する。

2 監事は、調査会の会計を監査する。

(役員の任期 )

第10条  役員の任期は一年 とする。ただしその職にあるゆえをもって委嘱されたものの任期は、当該職の

在職期間とする。

(幹事 )

第11条  調査会に幹事 を置 く。

2 幹事は、県教育委員会事務局職員のうちか ら会長が委嘱する。

3 幹事は、会長の命を受け調査会の事務 を処理する。

(調査団 )

第12条  調査会に調査団を置 く。

2 調査団の組織及び運営について別に定める。

(事務の管理執行の規定 )

第13条  調査会の事務の管理及び執行にあたっては、この規約ならびに理事会の決定する規定に従って行

なう。

(経費 )

第14条  調査会の事業に要する経費は、長野県教育委員会の委託料をもってあてる。

(会計の区分 )

第15条  調査会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始 まり、翌年 3月 31日 に終わる。
2 調査会の会計は、長野県教育委員会 と締結 した委託契約に区分 して行なう。

(出納及び現金の保管 )

第16条  調査会の出納は、会長が行なう。

2 調査会に属する現金は、会長が理事会の議を経て定める銀行または、その他の金融機関にこれを預け

なければならない。

(決算 )

第17条  会長は、会計年度終了後 lヶ 月以内に収支決算書を作成し、監事の監査を経て理事会の認定を経

なけ才しばならない。        
‐

(財務に関する事項 )

第18条  この規約に特別の定めがあるものを除 くほか、調査会の財務に関しては、長野県の「財務規則」

の例による。



(委任 )

第19条  調査会の業務の運営 に必要な事項は、この規約に定めるもの及び理事会で議決するものを除 くほ

か会長がこれを定める。

(付則 )

この規約は、 日召和45年 7月 22日 から施行する。

イ)長野県中央道遺跡調査会役員名簿

顧間 一志 茂樹   (県 文化財専門委員 )

会長 小松 孝志   (県  教 育 長 )

理事 金井喜久一郎  (県文化財専門委員 )

藤沢 宗平   (   ク    )

原  嘉藤   (長 野県考古学会委員 )

木下  衛   (上 伊那教育会会長 )

小泉兵次郎   (県  教 育 次 長 )

佐藤 唯重   (飯 田教育事務所長 )

小林  彰   (阿 智村教育長 )

矢亀 勝俊   (飯 田市教育長 )

北原 保喜   (松 川町教育長 )

北沢.照司   (駒 ケ根市教育長 )

松沢 一美   (伊 那市教育長 )

熊谷 大―   (辰 野町教育長 )

坂井 喜夫   (上 伊那地区教委協議会会長 )

林  茂樹   (上 伊那郡中川東小学校教頭 )

監事 岡沢 幸朝   (県 文化課課長補佐 )

幹事 金井 汲次   (県 文化課文化財係長 )

西沢  清   ( ク 専門主事 )

矢島 太郎   ( ク 専門主事 )

佐藤  陸   (飯 田教育事務所主幹 )

松島  勇   (伊 那教育事務所総務課長 )

鈴木 長次   (   ク   主事 )

桐原  健   (県 文化課指導主事 )

宮沢 恒之   (   ク   )

岡田 正彦   (   ク   )

ウ)長野県中央道遺跡調査会調査団

(日召禾日47年111月 現在 )

米山 一政

藤森 栄一

宮嶋  進

福田 幹人

飯島 丁 巳

徳永 正人

新井 良男

中塚 伝次

斎藤 三夫

細田 義I徳

安積 正一

羽生 保吉

木川 千年

田中 富雄

前沢富実保

浅川 欽一

佐藤 文武

下平 久雄

小林 正次

イドオす  蔓象ダ葺

ネ申オf    資塗

丸山敵一郎

堀内規矩雄

(県文化財専門委員 )

(長野県考古学会会長 )

(下伊那教育会会長 )

(諏訪教育会会長 )

(県 文 化 課 長 )

(伊那教育事務所長)   1

(鼎 町 教 育 長 )

(高森町教育長 )

(飯島町教育長 )

(宮田村教育長 )

(南箕輪村教育長 )

(下伊那地区教委協議会会長 )

(諏訪地区教委協議会会長 )

(飯田市社会教育課長 )

(県文化課文化係長 )

( ク 専門主事 )

(飯田教育事務所総務課長 )

(   ク   主事 )

(伊那教育事務所主幹 )

(県文化課指導主事 )

(   ク    )

(   ク    )

( ク 主事 )
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調査団長   大沢 和夫

調査主任   今村 善興  丸山尚欠一郎

調 査 員   友野 良二  太田  保  小松原義人  山岡 栄子  御子柴泰正 |

伊藤  修  村上  孝  井上 充子

調査補助員  和田 武夫  水島 稔夫  今村 竜介  川上 俊彦  本谷 時夫

磯部 淳一  鵜飼 行雄

工)発掘調査遺跡の状況 と面積     |

遺 跡 名 現 況 況状の =跡遺 全体面積 用地内面積 調査面積

大徳原南B 水  田
中田切川の北岸の段丘上に位置する組文時代の遺

物包含地である。
1,178ぽ 160ぽ ２

ｍ

大徳原南A 畑
大徳原南B遺跡の北 につづ く、南向 き斜面上 に位
置する組文時代の遺物包含地である。

7;068 1,500 300~

大 徳 原 北 畑
駒ケ岳山麓の扇)1犬地の 2つ の丘陵の間にはさまれ
た低地に位置する組文時代の遺物包含地である。

2,800 1,000

横 前 南
田

地

水

宅
琴ケ沢の扇状地上に位置する組文時代の遺物包含

地である。
7,700 3,000

中 山 原 水  田 '査習畳27労黎冒全寸[篠冒Fる
:かって骨壺と3,000 2,ooo 400

新 田 原 水  田
上穂沢川と鼠川との複合扇状地上に位置する組文
時代の遺物包含地であるも

2,900 2,200

ザで  クト  Jヒ 水  田
女体部落の北、東西にのびり小起伏の台地上に位

置する組文時代の遺物包含地である。
5,280 80

切 石 墓 地

田
　

地

畑
水

　

墓

太田切川の南の小起伏台地上に位置する縄文時代、

古墳時代の遺物包含地である。
5,280 2,000 4oo

3)発 掘調査開始 まで の準備

飯島町内その 3の調査にひきつづいての調査であり、準備期間もほとんどなく、飯島町の調査終了と共

に資材を駒ケ根市に運搬 し、調査に入った。

6月 12日  駒ケ根市教委との打合わせ (調査協力の依頼、作業員募集等につぃて)

7月 3日 駒ケ根市教委との最終的な打合わせ、この間に何回かの打合わせを行なうて来たが、ここで

最終的な打合わせを行なぃ調査日程、作業員の募集等について確認 した。

7月 5日 調査主任・調査員・全員で駒ケ根市教委へあいさつにうかがう。

7月 7日 午前 8時30分、調査員・作業員が大徳原に集合する。飯島町教育長から激励のあいさっをう

け、今村・丸山調査主任によ|っ て、調査員の紹介、作業日程、発掘調査法等につ
いて説明す

る。基地の設営終了と共に調査を開始 した。
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2。 調査の実施 と経過

1)調査期間と経過

駒ケ根市地内の発掘調査は、 7月 7日 の炎天下大徳原北遺跡からはりまり、、横市南、大億原南4、 大徳

原南B、 新田原、女容化、切石墓地、中山原と進み:新田原遺跡η神足調査を8月 24日 ～ 9月 1日 まで行
ない発掘調査は終了した。飯島地区の整理作業及び南箕輪村地区の発掘調査の合い間をみて、図面作成・

原稿執筆を、 3月 20日 をもって業務完了となった。発掘調査の順序として、グリット設定、グリット掘り、
遺構の発見があれば拡張・遺構の検出・整備・写真撮影・遺構実測・補足調査と続くわけである。各遺跡

の調査期 FHlはつ ぎの とお りで ある。

(1 大 徳 原 北遺跡  7月 7日 ～ 7月 26日

(2)横  前  南 ク  7月 20日 ～ 8月 2日

(3)大徳原南A ク

(4)大徳原南B ク

(5,新｀田 原 タ

(6) プを  クト  ゴヒ //

(7)切 石 墓 地 ク

(8)中 山 原 ク

8月 24日 ～ 9月 1日  7日

7月 26日

7月 26日

7月 27日 ～ 8月 2日

8月 2日 ～ 8月 8日

8月 7日 ～ 8月 24日

8月 24日

実働 作 業 日数 9日

ク  12日

ク  1日

ク  1日

ク  6日
ヽ
ク  6日

ク  11日

ク  1日

駒ケ根市地内 発掘調査経過
月

遺跡名
9～ 3

20 30 20 30

大 徳 原 北
7匿

:≧1lII三ミ::]26

遺 物 整 理

図 面 作 成

原 稿 執 筆

9日 間

横 前 南 （発
掘
濃

導 職 翼乏
12日 間

大徳原南A
平
備

　
７
。
．
．

７
。
６
）

:26
1日 間

大徳原南B
２６

間

目
目

日

新 田 原 ,7[圭菫重][]2
6日 間 腱

棚女 体 呵ぎ壌導ヨ8
6日 間

切 石 墓 地
7匡
=li:=姜

琴 塗
124

11日 間

中 山 原 目24
1日 間
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2)発 掘調査協力者

昭和47年 7月 から9月 にかけての発掘調査にご協力いただいた作業員の大半は、地元駒ケ根市の方々で

あったが、遠くは山口県・大阪市・京都からの学生や、東京から、また茅野からもありこの数は延 1,400

人以上にのぼり調査の原動力となっている。発掘調査協力者はつぎのとおりである。

駒ケ根市赤穂福岡 ‐  ■‐ ‐    ・    || ■ |  ■ :■  ■ ■ ‐■ .|| ■ 1′

西村 恵 田口二郎
1茜
村幸枝 坂本うま子 加藤と志子 土崖貴美 大前金次郎 長谷り|1文子■ll

竹上久之動 :土崖嘉之 合由元子‐倉田はま子 加藤道広 :‐
|  ‐ ‐ 1 11  ■ ■1

騎ケ根市赤穂南割  ‐   ‐  ‐ 1    ‐ 
‐ | | | | ■■   | |||| | | |

影山塾三 渋谷うめを 原田まうゑ 小松原利子 堺沢い:しゑ 小松原しヽと子 尾形菊美 尾形 和i

竹上秀孝 米沢 弘 米沢たうゑ 西村彦久 堺沢かあよ 塩沢まきよ 竹花支枝
: : ■   :

駒ケ根希赤穂中割
‐    ‐   1 ‐   ‐   1        :     : |‐

1合
由涼童
~倉
由主義 倉由白出平 ‐大野苦五郎 松崎ナキ子・ 駒場:良子 自中はる子 小町容澄子

山本ちおる 山本雅子  ‐     |      ‐
・    1      ~     ■

駒ケ根市赤穂北割     . :  : ‐ 
‐ 1 1        1 ‐ |  ■1  1‐

小町谷元 倉田八重子 倉田千里 福沢みのる 池上ちとし 長谷重一 倉田富子 尾崎さかえ
:池
上貴美江

‐
福沢二郎 川上やすよ     

‐

駒ケ根市赤穂市場割                    ‐        ‐

fr・井島よし子 北沢志げ子 渋谷ふさ子 堺沢美佐子  
‐

｀
前ケ根十赤穏茜保FT i :訪 ケ根市赤穂神明町     :  

‐      t

上野ちゑ子          小松かね子       ・

駒ケ根市東伊那        大阪市      京都府

宮下藤子           田中伸子     田浦郁子

赤穂高校郷土クラブ員

3) 現地指導・ 現地視察者

発掘調査の現地指導としては、県文化課指導主事金尭係長が8月 3日 に現地来訪し、指導を受けている。

J月 4日 には日本書考学協会滝口宏委員長が現地来訪、指導を受けている。

発掘調査中、日本道路公団・県教委事務局・駒ケ根市当局・学生・市民の方々に多数の視察、見学を受けて

いるが主な方々で つぎのとおりである。

白本道路公団 :伊邦工事事務所庶務課長 県教委事務局文化課課長補佐“同埋文担当主事 駒ケ根市当局

教育長・同次長 郷土館職員                   V  ‐
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3.‐ 発掘調査の方法

中央道用地内の埋蔵文化財包蔵地の発掘調査は(工事によって破壊されるため、工事着
=前
に記録保存

を目的とした緊急発掘で
'あ る。そのため、この発掘調査はt用地内にどのような時期の違跡が、どんな遺

構と遺物を残しているかをさぐり(そ れを報告書にして記録を残すことを目的とする。 ■1‐ ||1  1

そのためt発掘調査は中央道
.用

地内に限定される。すでに分布調査によってそれらの道跡の広がり:時
期等は■応確認されているgそ の遺跡の中において、中央道がどのような部分を通るかILよ ら

.そ 4区分に

分類 している。○一遺跡全面が用地 にあるもの。A―遺跡の項部がかかるもの。B二遺跡の‐中英部を横切
るもの:C二 遺跡の先端部 にがかるもの

｀
の 4区分がそれである:調査

'は
t用地内の遺跡 に 1ま全面にグリッ

ト設定するのを原則
:と

し
.、

小きな遺跡や、やむを得ない事情のある遺跡は適当にトレンチを入れる場合も

ある。グリジト
`設
定は、2血 間隔の基準方眠を設定し(中央道の長軸方向に対して01二99の 2桁の数字を

用い、それに直交する方向にA ttYの 25字のアルラ|べ ,卜 を用いで区分したιその薮え方は名古崖方面

から東京方面に向い立らた時左から若べ
｀
01二99と する:た だし道路のセンタ■ライン (20mlおきに中心杭

がある
')を
50と する。だか

=ら
センタニを基準にして

'左
右に98血

=の

幅がとれる。アルラァベットは中心杭の

遺跡で最も名古屋寄りを基準として東京方面べABc… ::・の区域を設定する。A ttYめ ガら字ネらbmむっ区
切 りその範囲 は地区 として、ABcO:・・・:と す る:こ れによ り最大25地区 1,25omが どれるgょ ってそれ́ぞ

れめグリット地点は「SD′ C B H5o」 と表示する。これは新由原遺跡B地区H5ё地点ということになる。こ
のようにグリ,卜 を設定してから適宣グリ

'卜

を掘り、遺構が確認されたらそのまありを広|がてぃくとぃ

う方針をとらてぃる:各遺所ごとに主任調査員を決めtグ リ
'卜

図を記録しt調査主任|ま「調査日誌」を

各調査員|よそれぞれ分担された遺構について「調査記録」「住居址調査カード」を蔵用しそしヽそ
io  i

lな
おこまかな調査方法にういて

11よ

、「長野県中央道埋蔵文化財発掘調査指針」にまとあ、それをもとに

調査を進めてぃる。
r                           . :.

また調査員め努力|:よ り「調査速報」を自千Jで発行し、作業員め芳々に発掘調査の進行状況及び調査結

果を理解しでもららそいた。
‐                    …    …
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Ⅱ 駒ケ根市赤穂地区の概況
1:赤穂地区の環境

駒ケ根市は、上伊那郡の南部に位置し、天竜川をはさんで、東に東伊那
0中 沢区=があり、西に赤穂地区

がある。市の総面積は163。 53kぽ、東西25km、 南北 8 kmの地域である。西は、 本曽山脈主部のうち、西駒

ケ岳・空木岳と、その前山の池山・篇笛山を背負って、東方に傾斜した赤穂の扇状地が広く展開している。

この山中から流れ出る大田切川・古田切川・鼠川・上穂沢川・辻沢川・中田切川によって形成された複合

扇壮地で、こめ間に、 2段の小段丘が存在している。東、天竜川を越えた東伊那・中沢地区は、その北部

に新宮川の扇状地が天竜川沿いに発達 しているほかは、傾斜地が多く、東は、戸倉山に、南は陣場形山に

続く山地帯である。北は、大田切川によって宮田村に、南は中田切川によって飯島町に接している。赤穂

地区とは、大田切川と中田切川に問し、西側木曽山脈の山稜から、天竜川に続く地域をいう。

赤穂地区は、古地名で知られる赤須 (天竜川寄り)、 上穂 (山麓寄り)が合併 して赤穂村と呼ばれ、赤

須には、日本武尊の古伝承にまつわる美女ケ森大食神社があり、山麓には、貞観 2年 (860)開山と伝えら

れている光前寺があるなど、この地域の歴史の一端を物語っている。          ‐

明治 8年には、上穂村と赤須村が合併 して赤穂村になり、中沢村は8か村が、東伊那村は5か村の合併

によって成立している。其の後、赤穂村は町制施行によって赤穂町となり、東伊那村は伊那村と改名する

などの変遷を経て、昭和29年 に赤穂町 0中沢村・伊那村と宮田村が合併 して駒ケ根市が成立している。そ

の後事情によって昭和31年宮田村が市から分離 し、現在の駒ケ根市となり今に至っている。

伊那盆地は、西の本曽山脈と東の伊那山脈の間を南流する天竜川流域に形成された谷状盆地である。こ

の盆地は、天竜川の流路に沿って南北に細長く、北部は上伊那郡辰野町から、南部は飯田市の南端天竜峡

まで約80km続 いている。この平担部の幅は、伊那市の北側におぃて最も長く、東西約12kmを 測 り、伊那市

南部西春近地域では最も狭く東西の幅2。 5kmほ どである。駒ケ根市ではまた約 8 kmと 広まり、ここから下流

域上伊那南部から下伊那地方では、 5～ 7 kmの 幅で続いている。

上伊那郡においては、この伊那盆地を地理区分して農野町から伊那市にいたる北部地域、
/｀

伊那市南部
‐
の

小黒川から駒ケ根市北縁の大田切川までの中部地域、大田切川右岸地域から飯島町南端の郡境にいたる南

部地域に分かれている。駒ケ根市は、南部地域に属している。

上伊那郡の南部地域を見ると、上伊那郡の盆地間においては、礫層の推積は一番早いので、開析の度は

もっとも進んだ地域である。また竜西地域に発達する扇状地は広大で、その規模は、辰野口I～伊那市間の

天竜川右岸に発達するものに次いでいる。伊那盆地では、この盆地特有の対称的な河岸段丘は見られず、

極めて非対称的な地域である。木曽山脈から天竜ワ||に注ぐ河川は,、 いずれも山麓に扇状地を形成し、上流
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山地では深 く浸食してV字谷をつくりt中流ではU字形の深い谷を作って洪積地を流れ、下流においては
大小の砂礫を堆積 している。各河川とも急傾斜を持って、天竜川に注ぎながら大きな深い谷を作っているの

で伊那盆地の交通に大きな支障となっているが、この南部地域では著 しい。すなわち、大田切川・中田切 _

川・与田切川によって形成された典型的な田切地形がそれである。段丘中の礫は、ほ
らとんどがまるい花聞

岩系の大塊で、その堆積は不規則である。この地域では、中央自動車道は、山麓に発達 した扇状地の扇項

部に近い所を通過 している。

赤穂地区の地形を概観すると、西側に、西駒ケ岳 (2,956m)・ 空木岳 (2,864m)の 本曽山脈主部とそ

の前山を背に負い、この本曽山脈の急斜面を流れ落ちる大田切川と中田切川によって形成された二つの大

きな扇状地の複合した地域である。この扇状地の中間には、断層にようて形成されたと見られる小段丘崖
:

が二条直行 しているが、全体的には緩かな傾斜を持って天竜川に面する段丘崖まで続いている:こ の下方

の段丘崖に近づくと、大田切川・中田切川は勿論、この扇状地を切って流れる小河川の浸食は深まり数条

のV字状の谷が並んでいる。この地域の適住地は、これら扇状地面が大部分であるが、北側の大田切川下
流と、南側中田切川下流の茫濫原にも集落が発達 している。

赤穂地区の周辺では、盆地面を南北に交通する時は、田切地形や段丘崖に左右され、一下一山のコース

をとらぎるを得ないのが通常で、この赤穂地区でもこの例のように中田切川・大田切川を越える迂回路が

見られるが、扇状地面においては広くまた平担であるため、直線的な交通路が長 く続いている。この扇状

地面に二うと、高峻な南駒ケ岳・空木岳・西駒ケ岳が迫 り、その山麓から天竜川に面する段丘崖上まで延

延と続く扇状地を一望 し得、眼を東方に点ずれば、天竜ォ||のV字谷こそ望めないが、天竜川沿いから急激
に上る伊那山脈の山ひだの上に仙丈ケ岳が望める景観は、この伊那盆地では余り見られない光景で、「駒

ケ根」の名にふさわしい眺望である。

赤穂地区は川や水路の多い所である。北側を宮田村と境して流れる大田切川は:木曽山脈の主部を構成

する西駒ケ岳を源 とヽし、北御所・中御所・本谷川を合わせ、山麓近くで黒川を合流 して流れ落ちる急流で

洗堀がはなはだしく、本曽山脈中最大の河り||で ある。この川は、北に接 じている宮田村および伊那市南部

の西春近にまで及び、南は、赤穂地区上穂沢川にいたる
´
までの面積約50kぽにわたる広範囲の扇状地を形成 し

ている。南側を流れる中田切川は、南駒ケ岳と空木岳に水源を発して流れ出し飯島町と境をなしている。

この川で形成された扇状地は、南は飯島町の北半分に及び、北佃1赤穂地区においては上穂沢川流域で大田

切川の扇状地に接し、複合扇状地を形成している。この両河川の勾配は急で直線的な深い谷をつくり特に

中・下流においては両側に崩壊崖を作る荒河り||で、赤穂地区は、この両河り||に よって扇状地が形成され、

のち両側が崩り落されて大きな扇状台地が形づくられたことになる。この大田切川を界にしてここから南

部の河川は、花商石地帯をたぎり落しているため、川床は花同岩が主で、石も大きく美しい。

この二大河川にはきまれて、この台地を流れる川は、北から古田切川、田沢川、宮沢川、小鍛治川、鼠

川、上穂沢川t辻沢川と数えられる。現在前山の山地から流れ出ているものは鼠川、上穂沢川とその支流
の数条で、山麓から扇央部においては台地の中央を流れ、扇端部に近づくにつれて南へ偏流している。

古田切川は、古くは大田切川と同じ頃に並流していたものが、大田切川の開析が急激かつ大であつたた

めに、早い時期に河床が上ってその機能が失われたものといわれる。現在では、・付近の谷川が流れこんだ

り、大田切川上流から取り入れられた用水の流れる川となっている。
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田沢川、宮沢川は、下流では段丘崖の解析が進んでいるが、自然流路ではなく用水路の発達 したもので

あろう:そ の南を流れる小鍛治川は扇央部で宮沢川から分流 している。これら三河川の上流をたどると、

幾条もの流路に分かれ、いずれも大田切川から取入れた横井 1手 通 じている。   r

鼠川は、空木岳め前山に源を発チる小規模な川で、山麓に厚い堆積を残し、洪水時には予想外に流量の

多い川と知られ、上穂沢川と共に赤須地区下流においては深い谷をつくっている。、鼠川の南を東流する上

穂沢川は、前山の話笛山(1,760m)に 源を発し、数条の谷川が山麓または扇央部で合流して天竜川に注い

でいる。たとえば、深沢川と一の沢は山麓近くで、赤羽川はその下流で合流してぃる。琴か沢に続く如来

寺川は、国道 153号線の東側で合流している。これらの小河川は、合流前にその中間|に台地を残している。

特に如来寺川と上穂沢川が合流前に残した狐立丘は、高く広い。この1百林育地上 :FIキ 、舟山
?羽場下導疇

をはじめ多くの遺跡が立地していることに注目したい。飯田線の軌道を横切るあたりから水量も増して、|

v字谷を形成し、北に羊流すぅ鼠り||1合流して不事川へ流れこんでいる。            ‐

辻沢川は、中田切川の左岸台地を東流している。この辻沢川は、大田切川と古田切川の関係のように、

中甲切川の闊打ηlキ じする頃IF並市してぃたものが、中田切川
の開析が進むにつれて河床が上昇し、水の

流れなくな?た河′||と なつをものといわれているO現在は、北側を流4る 大年辱用水路と共に:、 中甲切り||‐

の水を上流でとり入れて、豊かな水を流している。この辻沢川流域には多くの遺跡が存在している。 ‐

赤稿地区の扇林拙を、市ゴしに見ると、中田切川の左岸台地と大田切川の右岸が高く、
|そ の中:間 に数条の「

自然流路があって、全体的にはや 低ヽ地状で、川と川の合間に小高い丘が並ぶ形|な ってぃる。これらの|

少台坤上 1事、殆れどが違跡となってぃる。東西に眼を点ずると:、 高峻な中坤グ魯角庫で扇林地
に面し、中

麓は、大田切川と中田切川による扇状地と、小河川によって形成された扇状地が重り合って傾斜度の高い

地形で、堆積層も複雑である。例えば、横前南遺跡の成層状況は、上部から2,3mの間に、表土・暗褐色砂

土・仄褐色砂礫層・黒魚砂土・茶褐色砂礫・黒色± 1黒褐色土・褐色土・ロマム層のよう1手稼椎な堆積を示し:

ているo山麓を過ぎゆと急に傾斜は緩やかになり、小段丘崖がある。この段二先端と段二崖下を縫うよう

1手春日街道が通っていた。現在は、この段丘上を横井が走っている。扇央部、‐700mの等高線沿いにもう

下つの小段丘崖があり、その南は天竜川に面する段丘崖まで平担な地形を示し、段丘崖は高‐い所|で 50■ を

沢Jる 。所によっては氾濫原二が広いが、上穂沢川、小鍛治川の注入点では天竜川の谷は深ぐ、赤須峡とな1っ
::

ているgこ れらの微地形と遺跡の立地とは密接な関係を持つことは言うまでもない|が、赤穂地区:においで 1

は典型的な立地がうかがわれる。                  ・
i            l

2。 赤穂地区の遺跡

1赤穂地区は、地形で説明したよ,う に平担部の広い地域でt川 1利 に恵ぐまれた台地地形が多いので、遺跡

分布の濃厚な地域のひとつである。現在までに確認された遺跡数は90を越えている:縄文時代中期を主体

としてt弥生時代から平安時代の遺物分布も多い。近年分布調査が進むにうれて遺跡数の増加は急激で
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発掘調査が実施されるたびに、予想外時期の遺物の
仕出も多く、縄文早前期から後晩期の遺跡発見も、年

年増加している。しかし、分布調査も地域の一部に限られているので、今後更に増加が予想されよう。
遺攣分布を見ると、北部より南部に多く、東部より西部に多いことがうかがわれる。すなわち、鼠川か
ら上穂沢川中流地域と、中田切川左岸辻沢川流域に集中している。最も濃密な所は、_L穂沢川中流地域で
ある。この流域を見ると、飯田線が横切るあたりから上流は、数条の河り||が枝分かれしてぃて、その小河
川 1子はさまれた舌状台地が並列しており、この台地上に立地する違跡が多い。近年発掘調査によって、集
落址の発見が続いている舟山・羽場下・大城林・藤助岬遺跡など|よ、こめ地域間の遺跡である。これに次
いで分布の多い所は、辻沢川流域である。現在では、用水路に|っ て水利を整えている地域ではあるが、

津沢川が自然流路として機能を発揮している頃は、中田切川の浸食も浅く、水利を求めた先人の生活舞台
として使われたものらしく、飯田線に近い辻沢部落からその上流 1子 かけて30か所以上の遺物出土地点があ
ると報告されている。天竜川寄りに伸びる台地は広く大きい。東流する数条の河り||に よらて浸食され、帯

林に天竜り|1全つき出る台地が並んでぃる。この中で、/Jh鍛治川の左岸台地端には、列状に遺跡が並び、古

墳列と共に、この地区での代表的な古墳時代の遺跡となってぃる。

1) 中央道上方の遺跡 (1図 9～ 13)

この地域では、中央自動車導は山麓に近い所を通過 しているため、その上方には平担部は少ない。その

ため導跡分布は薄い。しかし、近年にいたって、分布調査やェ場年設等の緊急発掘調査によって、新遺跡

の発昇の進んでいる地域である。養命酒駒ケ根工場用地内 (9)の発掘調査によって、縄文早期押型文土
晋の肇見 |、 平安時代の住居址の確認もあり、扇項部の遺跡調査の黎明を告げている。新田原 (10)は中

吉1の上音『にある。中割原遺跡 (12)は、昭和45年の緊急発掘調査によって、縄文前・中・後・晩期の土器
庁や灰和陶器の発見もあって注目されている。この区域の遺跡で 1事、縄文晩期の遺物発見の報告が多く、

今後 1手期待される所と思う:

2) 中田切川右岸、大徳原扇状地の遺跡 (1図 14～ 22)

大徳原扇状地 |よ、中央自動車道の上方から、飯田線の下方事で続く広大な地域である。上方中央道通過

神点に近い一帯は、大徳原遺跡 (14)之 して知られ、その下方辻沢川流域には、大原 (16)、 馬住原 (19)

辻沢 (2o)、 栗園 (21)、 佐衛門分遺所 (22)があり、縄文中期を主体とした遺跡とされていたが、近年

調査が進む 1手 ?れて、縄文早・後・晩期から弥生中・後期の遺物発見もあり、遺跡の拡大、新発見も伴っ
て、小台地単位に細分するとあかF~F以上にも及ぶという。前述のように、1辻沢川流域の遺物出土地の調査
が進めば、ますます遺跡分布の濃厚地帯になるであろう。
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3) 上穂沢川沿岸地域の遺跡 (1図 23～48)

上穂沢川は、中流がら上流にかけては多くの支流を持っている。この支流は、扇状地を浸食し、合流点

上流では、両側を浸食されて残丘状の台地を形成す、る。これらの台地上は、殆んど遺跡となっている。赤

穂地区中、最も遺跡の濃厚な所であり、農業構造改善事業に伴 う分布調査等によって遺跡も増加 している

ので、如来寺川と上穂沢川の間、上穂沢川と鼠川の間に区分することにした。

ア 如来寺川と上穂沢川の間の遺跡 (1図 23～ 35)

この区域では、上方、旧春日街道の下方にある小段丘沿いと、如来寺川と上穂沢川の合流点に近い地域

に集中する傾向が見られる。前者では、横前新田 (23)、 横前 (27)、 北方 (25)、 四分一 (26)等で、

縄文中期のほか、晩期や弥生中・後期 もあり、古墳時代の遺跡もある。後者は、大城林 (28)、 羽場下

(31)、 舟山 (M)、 如来寺遺跡 (35)等で、とくに、大城林遺跡では縄文時代中期の集落や土師器を伴

う住居址の発見、羽場下遺跡では、縄文前期の住居址 4軒と、古墳時代の住居址 1軒が確認されている。

舟山遺跡は、3次にわたって発掘調査が行われて、46基の縄文早期の小竪穴群が確認されたほか、弥生後

期の住居址や、縄文晩期の土渡等も検出されている。これらは、農業構造改善事業に伴 う緊急発掘調査に

よるもので、現在その遺構も、立地状況も見られない。両河川の合流点に接する如来寺遺跡は、縄文晩期

の代表的な遺跡といわれる。

イ 上穂沢川と鼠川中流の間の遺跡 (1図 36～48)

この区域では、ム方旧春日街道の下方にゎる小段丘と、旧伊那街道筋に近
い小段丘周辺に多く集ってい

る。上方春日遺跡 (39)で は縄文中期の住居址 6軒、旧八幡社付近 (43)で は住居址の確認こそなかった

が、開Л I事中に、炉址や焼土が各所にあったという。

下方においては、上穂沢遺跡 (44)で は、以前に縄文中期の住居址 2軒が確認され、藤助畑遺跡 (45)

ではギ縄文中期末葉の住居址 5軒のほか、配石遺構や土墳が検出されている。飯田線の近くでは、小町屋

遺跡 (46)、 荒神沢遺跡 (48)があり、縄文前・晩期の遺跡として注目されている。
l

4)鼠 川以北、大田切川右岸台地上の遺跡 (1図 50～59)

鼠川左岸地域には、上穂沢川流域と同様に縄文中期を主体とした遺跡が多い6北割地区には、女体 (52)

遺跡を中心に、女体北 (⑦ )、 女体南 (50)、 女体中畑 (51)、 が長峯状の台地に並んでいるが、台地東

が遺跡の中心のようである。ここの東南方に、柏木 (53)、 塩木遺跡 (54)がある。塩木遺跡では、発掘

調査が行われ、縄文中期の住居址 2軒が検出されたほか、相当の土器片の出土を見ている。大田切右岸台

地上は、地形的に見れば遺跡立地のよさそうな所であるが、予想外にその分布は稀薄である。上方から切
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石、切石墓地 (8)、 ゴL原上 (55)、 北原 (57)、 久保 (56)、 藤山 (58)、 月花町遺跡 (59)が散在し

ている。中では、久保 :北原遺跡は、縄文前・中期のほか、古墳時代の遺跡として知られている。

5)東 方段丘上の遺跡 (1図 60ん 77)

飯田線から南、天竜川に面する段丘崖までは、 215 km以上もある広い段丘面である6両側は、大田切り||｀・

中田切川で深く浸食されて、切 り立った段丘崖であり、その中間は、辻沢川 0上穂沢111・ 鼠川・ガ毅 台り||・

宮沢1110田沢川・古田切川らによって田切られ、それぞれ独立 した帯状?1台聾 こ
1年

?て、不芦′tl沿いまで

伸びている所である。現在までに確認されている遺跡は、小鍛治川左岸台地上に、列状に並ぶ赤須地籍の

ほかは、散在しているが、遺物の出土地点は、このほかにも各所にあると報告され、分布調査が進むにつ

いて、新発見の遺跡が増加するであろう。

ア 中田切川左岸台地上の遺跡 (1図 60064)

広い台地上でありながら、水利便が悪いためか遺跡が疎散である。辻沢川が中田切川へ落ちとむあたり

に蟹沢 (60)、 筒沢遺跡 (64)がある。特に後 0晩期の遺跡として注目されている。天竜川に面する丸山

(61)平林地籍でも、縄文中期の土器片のほか、土lET器片の出土の報告を聞いているので、 (10)と (24)

の平林・丸山遺跡は、あるいはここかも知れない。

イ 小鍛治川右岸台地上の遺跡 (I図 62～ 65)

この地域では、鼠川左岸沿いに、和合 (62)、 原垣外 (63)、 北の原追跡 (65)が並んでいる。原垣外

遺跡内には、原垣タト古墳が 3基ある なお、この付近に、室平・稲荷平 。日向・石メウガがあると思 うが
その位置がはっきりしていない。

ウ 小鍛治,Il左岸台地上の遺跡 (1図 66～ 70)

小鍛治川の左岸台地端に列状に並ぶ遺跡は、西から、美女ケ森 (66)、 南原 (67)、 一の沢学林 (68)、

上の原 (69)、 雨堀遺跡 (70)で、縄文中期のほか、弥生後期、古墳時代の遺跡として注目されている。

とくに、上の原遺跡と、雨堀遺跡との間に小鍛治古墳群があって、ここの地域の古墳の中心となってい

る。なお、遺跡としてはまだ登録されていないが、天竜り||に面する段丘端をとりまくように、遺物の出土

地点 があると報告 されている。

ヽ
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11‐ 1工 宮沢川以北の遺跡 (図 71■ 77)i

::|111::111:   11  111

・宮沢川左岸から古田切川左岸にかけて、数は少ないが台地の川に面した位置に立地して
ltゝ :るt赤穂地区‐

あ中では最も調査のおくれている所と聞くので、今後遺跡が増加するで
'あ た
',4■ '|・
I'11:■ ‐・ ・

1:il                       ｀               ||:| :||||||:  |::|■ |:|  |■ 111:|
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駒ケ根市 赤穂地区遺跡一覧表 No.1
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駒ケ根市 赤穂地区遺跡一覧表 No。 2

い 覧   信濃史料刊行会

藤助畑春日発掘調査報告書駒ケ根市
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Ш 調 査 遺 跡

1。 大徳原南B遺跡

｀
1)位  置

遺跡は駒ケ根市赤穂福岡 16749番地 にある (図 2-1、 写 1)。 駒ケ根市の西南端、中田切川をはさん

で飯島町との境界にあるg木曽山脈の東山麓の扇状地は、大田切川・中田切川・ 与田切川 などの河り||に よ

って、V字形 に侵蝕 され、典型 的な田切地形をなしている。本遺跡はその一つ中田切川ゴヒ岸の急崖上、比

高約 35h、 標高 767m二 769mに ある。西はおよそ 600mで山麓に、東はゆるやかな傾斜のほそながい台

地が、辻沢川 までつづいている。この台地上には多くの遺興が確認 されてぃる。北は赤須井の小 さな沢を

はさんで大徳原南 A遺跡へ とつづいている。中央道は遺跡の上端をわずかにかすめて南北 に走 る。

2)ま  と め

中央道用地内は、中田切川橋梁工事のための、土砂運搬用道路のためにほとんど削りとられてしまい、

発掘調査を行なうことはできなかった。

水田耕作中に組文時代中期加曽利E式土器片、打石斧が出土 している。遺跡が水田のため表採はできな

かったが、遺跡の中心は中央道用地外東側の一帯にあるものとおもわれる。       (友 野 )
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2。 大徳原南A遺跡

1)位 置

遺跡は駒ケ根市赤穂福岡 16485-1番地にある (図 2-1、 写 1)1。 中田切川北岸、大徳原南B遺跡の

すぐ北にならぶ東西にのびる台地の南向き斜面に位置する。標高 766m～ 770mで ある。西はおよそ 600

mで山麓へつづき、東はゆるやかな傾斜がず うっとのびている。北はゆるやかに台地の尾根につづ く。南

は赤須井で限られている。遺跡は現在畑地となっている。中央道は遺跡の上端を横切っている。この地点

で遺跡の巾はおよそ30mで ある。

グリットはセンター杭 36600を AAと し、AOま で45～ 59の 間に設定した。

地層は耕作土の下にわずかに黒色土の堆積があり、すぐ口T小層になっている0赤須井 1手近 v)部分は、

耕作土の下はすぐローム層で、耕作がローム層におよんでいる。

2)ま  と め

調査の結果、打石斧片及び縄文時代と思われる土器片が採集されたが、摩滅がl■
‐なはだしく時期を知る

ことはできない。調査中、中央道用地の東傾1につづく畑地より、縄文時代中期加曽利E式の土器片が採集

されたことなどから考えて、遺跡の中心は中央道用地外東側の一帯にあるものと思われ 4。  (小松原 )
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3。 大徳 原 北 遺 :跡

1)位 置

遺跡は駒ケ根市赤穂福岡 16493～ 16496番地にある (図 2-2、 写 2)。 大徳原南 BI・
A両遺ンととも

に木曽山脈山麓の扇状地上にある。遺跡は二つの西から東にのびる、やや巾
の広い台地の間の低地に位置

し、 1年中湧水の切れるこどがない。標高 760m～ 769mで ある。北はおよそ 600mで山麓につづき、南

はすとしづつ巾を広げながら、ゆるやかな傾斜でのびている。北側の台地は美しい松林が山麓から駒ケ根

工業高校近くまで 2 kmほどつづいている。遺跡は現在畑地となっている6 リ

■央道は遺跡の上端を横切って南北 に走 る。この松林の中に自然の美を生
かしたサービスエ リアが設置

される。            _

グリットはセンター杭 36800を AAと し、BYま で 42～ 53の 間に設定 しt特 にATか らBYの 間 |ま 35～

53ま で設定 し、ほぼ全面発掘 した。

地層は、耕作土 (20-30cm)く 褐色土 (15～ 25cm)、 その下に黒色土があって
ローム層 につづ くd黒色

土は台地へ上 るほど浅 く、低地の底では lmに達するところもある。なお、一帯には大 きな岩石がたくさ

んころがっている。

2)遺 物 (図 7

調査の結果、小さな焼土のほかには確たる遺構は検出されず、遺物の出土も少な
かった。

土器 (図 7)はいずれも小破片で 50点余り出土している。小破片のために器形の復元は不可能であるベ

おそらく深鉢になるものと思われる。わずかな縄文時代後期の土器片 (2)をのぞいて、他はす
べて縄文

時ヽ代晩期の上器片である。器厚 7 mm前後のものが普通で、胎土はやや粗 く、石英粒
・砂粒などを含むが、

焼きは良好で堅緻である。色調は褐色・暗褐色のものが多
い。器面調整は二般に粗雑で、箆状具による沈

線のめぐるもの (3～ 9)、 繊維束状工具による条痕文の施されたもの (10～ 16)、 擦痕
の走るもの(17

～25)がある。内面は箆状具によつてわずかに整形 されたもの、粗面のままのものがある。石器 (図 8)

は、刃部の欠損 した打石斧が 1点出土 したのみである。遺物は褐色土層より出土 して
いる。

3)ま  と め

中央道は遺跡の上端を横断し、違跡の中心は中央道用地外東側にあるものと思
われる。この遺跡は定住

の場というよりも、狩猟のひとときのいこいの場として、水溜りを求めて狩人
が集まっをところではない

かと思われる。あるいは、けだものが水を求めてあらわれるのを待ちぶせしたと
ころであったかもしれな

(井上 )

8)
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4:横 前 南 遺 跡

1)位 置

遺跡は駒ケ根市赤穂南割 7722-5～ 6、 7745-1番 地にある (図 3-1、 写 2)。 木曽山脈の山麓、上

穂沢川の上流、琴ケ沢の扇状地の扇項部近 く.に位置する。標高 750m～ 760mで ある。この扇状地は扇項

に近づ くにつれて傾斜度が大 きく、大雨が降 ると深 くきざまれた琴ケ沢から大量の土砂がおしだして来 る。

近 くは、昭和 39年、42年 にも洪水があり、遺跡の中心に建つ横山氏の宅地 にも相当量の土砂が流れこんだ

という。遺跡の上部は、たびかさなるシ艦 によって、口=ム層の上 に 2m以上の土砂が堆積 している。中

央道はこの部分を南北 に横断 している。東はしだいにゆるやかになってのびている。遺跡は水田・山林・

宅地である。

グリットはセンター杭 37300を AAと し、BYま で 44～ 57の間に設定 した。

地層は水田と山林の部分ではおおいに異 なっているが、山林の部分 (B R50)で は、上層から表± 30cHl、

暗褐色砂± 25cmヾ 茶褐色砂礫± 45cm、 黒色砂± 40crn・ 褐色砂礫± 20cln・ 黒色± 30cm・ 黒褐色± 20cm・ ロー

ム層 となっている。ローム層までの深 さ230 emで あり、この間には大 きな岩・礫が混 じり、琴ケ沢の氾濫

のすさまじさを知 らされる。水田の部分では耕作土の下は砂礫層である。

2)ま  と め

中央道用地内の発掘調査では、遺構も遺物も検出することはできなかった。図 9～ 10は用地の東南で採

集されたものであるが、縄文時代中期加曽利E式の土器片である。このほかにわずかではあるが、縄文時

代後期の土器片も採集されている。図11はやはり用地の東南で採集 した打石斧である。遺跡の中心は、中

央道用地外の東方の横山氏宅の周辺、あるいはその東の一帯にあるものと思われる。 (太田 )
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5.中 山 原 遺 跡

1)位 置

遺跡は駒ケ根市赤穂南割 20-206～ 208、 20-898～ 899番地にある (図 3-2、 写 2)。 上穂沢川の

上流、赤羽川の扇状地の扇央部、標高 760m～ 766mに位置する。こめ扇状地も度重なる洪水によって、

大変に荒れている。現在は水田と畑地とになっているが、耕作土の下は礫層である。礫層は、大小さまざ

まな礫と砂ばかりで、まるで河原のようである。中央道は遺跡の上端を横断している。

グリットはセンター杭β7920を AAと し、AEま で 50-54を設定 した。

2)ま  と め

駒ケ根市南害J・ 中割の一帯は、発掘調査の当時、構造改善事業が進められており、中山原一帯にもブル

トーザーがうなりをあげていた。工事用ツト水路の断面を観察すると、水田耕作土の下は礫層が 2m以上 も

ある。

かって、壺 (骨壺か)や丸太が出土 したと伝 えられているが、今回の調査では、遺構 も遺物 も検出する

ことがで きなかった。おそらく上流から流 されて きたものであろう。         (御 子柴 )

一-31ニー



6.新 田 原 遺 跡

1)位 置

{遺跡は駒ケ根市赤穂中割 6888-19～ 32ヾ 6874-1～ 6877-6番地にある (図 3-3、 写 3)。 本曽山脈

の山麓、上穂沢川・鼠川の複合扇状地の扇央部に位置する。標高 750m～ 755mで ある。西は山麓につづ

き、東はゆるやかな傾斜でのびている。遺跡の中央を西から東へ横井の分水、福岡おとしが流下 し、その

部分が低地となっている。この一帯は最近まで山林であったが、昭和 41年 に開田され、現在は一部山林

畑地がのこっているが、ほとんど本田になっている。

グリットはゼンター杭 38600を AAと し、FYま で41～
"の
間に設定 し、A～ C、 E～ F区を調査した。

地層は、斜面を削って開田しているために、地点によって異なる。A～ C区では、水田耕作土の下に黒

色土・黒褐色土・黄褐色土・黒色土・ローム層の順につづき、口,ム層までの深さは 100 cmt 150 cmで あ

る。EOF区 は、水田耕作土の下に、黒褐色土・黒色土・砂礫まじりのローム層とつづく。両区とも河り||

の堆積であるために、各層とも砂質土層である。

2)遺 構 と遺物

調査の結果、F区に土渡 4基が検出され、AOB・ Fの各区より遺物が出土 した。

ア 土 墳

ア)土渡 1～ 3(図 5-102、 写 3-304)

土渡 10203は 、いわゆるロームマウンドをもっ土渡 (大門原 タイプ)である。一度、掘 りあげたロ
`―
ムを土渡内にうめもどしている。基盤のロームとうめもどしたロームの間に、黒色土のバ ン ドがあり、

土渡底音『では薄 く、 周辺音βでは厚い。 土渡 1は 390 cm X 370 cmの 円形、 深 さ 100 cmで ある。 土渡 2と 3は

接 しており、土渡 2は 330 cm× 390 cmの 円形、深 さ 100 cmで ある。土渡 3は 220 cm× 200 cmの 円形、深 さ

60 clnで ある。土渡内よりは遺物は出土 していないが、土渡 1の周辺より、縄文時代中期加曽利E式土器の

破片が出土 してぃる。

イ)土渡 4(図 5-3、 写 3-506)

土渡 4は おそらく黒色土から掘 り込んであったと思われる。土渡の底部、および壁にはこぶ し大の礫が

はりつけてあるι土渡内には、黒色土・礫がつまっており、底部 には炭化材があった。土渡内の礫は 500

個をこえるも土渡上面には、こぶ し大から人頭大の礫が配 してあつた。ユ渡内からは炭化材のほかには、
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なんら遺物は出土 しなかった。

イ その他の遺物 (図 12～ 15)

AOB区 出土遺物 (図 12-1～ 9)、 1～ 2は縄文時代中期、 3～ 9は縄文時代後期の土器片である、

出土量はわずか 10数点である。黒褐色土及び上部の黒色土から出土 ヒ′ている。

F区出土遺物 (図 12-10～ 44013014・ 15)、 出土土器 (図 12-10～ 44013014)は 縄文時代中期の土

器片である。石器 (図 15)は、打石斧 (1～ 4)、 横刃形石器 (5)、 石鏃 ('6～ 8)が ある。ローム層
の上の黒色土が包含層で、土渡 1の周辺から多く出土 した。

3)ま  と め

開田の時 に、縄文時代中期加曽利E式 と思われる土器片が出土 し、炉址 らしきものがあったと伝 えられ

ている。今回の調査では、土渡 4基が検出されたのみで、その他の遺構 は検出されなかった。ロームマウ

ンドをもつ土渡 10203は 、遺物は出土 していないが、土渡 1の周辺から、まとまって縄文時代中期加

曽利E式土器片のみが出土 していることから考えて、おそらく、この時期のものと考えてよかろう。土渡

4は、出土遺物はなく、時期ははっき、りしないが、土渡内部の状況 から考えて新 しい時代のものであろう。

また、遺物の出土 もす くなく、遺構があったとしても、開田の時に大部分破壊 されて しまったと思われ

る。あるいは、中央道用地の西方、山麓に近い扇状地の扇項部で、縄文時代中期の遺物が採集 され ること

から考えて、遺跡の中心はこの一帯にあるのかも知れない。 (伊藤 )
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7 。  女 体 北 遺 跡

1)位 置

遺跡は駒ケ根市赤穂北害J3616～ 3617、 3646～ 3648番地にある (図 4-1、 写 4)。 木曽山脈の山麓、鼠

川の扇状地上に位置する。標高 755m～ 760mで ある。この一帯の扇状地は一見平坦に見えるが、中割・

北害Jあ たりでは、西がら東に流下する福岡おとし、深沢川・源造井・鼠川・塩木おとしなどの大小の沢に

よってけずられた帯状の刻ヽ起伏の台地が並んでいる。これらの台地上には多くの遺跡が分布し、特に台地

先端部には大遺跡が多い。女体JI遺跡 もこのような台地の項部近 くに位置している。遺跡は現在、水田
・

宅地となっており、中央道は遺跡の先端をかすめて通る。

グリットはセンター杭 39700を AAと し、BYま で41～ 59の 間に設定した。

B区では水田耕作土の下はすぐローム層であるもA区は、水田耕作土の下に黒色土、つづいて褐色土の

堆積があり、南するにしたがつて、黒色土・褐色土の堆積が厚くなり、その下はローム層にかわって礫層

となる。

2)遺 構 と遺物

調査の結果、平安時代の住居址 1軒 と縄文時代・平安時代の遺物がわずかに出土した。

ア 1号住居址 (図 6016、 写 4-2)

遺構  5。 6m× 5。2mの方形プランをとる。主軸方向はN99° W。 住居址の南 3分の 1は攪舌しのためには

っきりしない。壁は北壁は良好で 25cm、 東壁はかまどのところで 15 cmを計り、西壁は低い。床面は攪舌L個

所を除きやや良好である。西壁にそうピットは貯蔵本かもしれない。床面上には、大きな浅い掘 り込みが

3ケ所認められる。かまどは東壁中央にあるが、破壊されて原形をとどめてもない。焼土の堆積があり、

礫が 2つ あつた。この周辺から遺物は出土している (図 6)。

遺物 いずれも破片で出土量はきわめてすくない。土師器・須恵器・灰釉陶器が出土 している (図 16)、

1～ 5は土師器で、 1～ 4は内面黒色のナ不形土器片で、 2～ 4は右回転の糸切底である。 5は ロクロロの

顕著な甕形土器片である。 6～ 9・ 17～ 21は須恵器片である。 6～ 7は杯形土器片、 8～ 9は甕形土器片

である。17～ 21は タタキロがみられ、19は青海波が認められる。10～ 16は灰釉陶器片で、10～ 15は杯形陶

器片、16は壺形陶器の底部である。
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イ その他遺物 (図 17018)

遺物はすくなく、土器・陶器 (図17)は、組文時代中期から鎌倉時代に至るまである。 1は中央道用地

外東へ 30mの福沢氏宅前のローム層より出土 した、ほぼ完形土器で、縄文時代中期加曽利E式土器と思わ

れる。 2は薄手で茶褐色を呈するもので縄文時代後期のものと思われる。 3は条痕文を有する縄文時代晩

期土器片である。 4二 11014は須恵器、12～ 13は土師器の底部破片で、12は内面黒色のものである。15は

灰釉陶器の仏花瓶である。このほか天目茶婉片が出土している。石器は凹石が 1点出土 している (図 18)。

3)ま  と め

女体北遺跡は、縄文時代中期の大遺跡とおおいに期待 していたが、調査の結果、平安時代の住居址 1軒

が検出されたのみで、遺物もすくなかった。中央道用地外東方、わずか30mの ところから縄文時代中期の

遺物が採集されていることなどからみて、遺跡の中心はこの一帯にあるものと思われる。 (山 岡)
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8。 切 石 墓 地 遺 跡

1)位 置

遺跡は駒ケ根市赤穂北害1497-352二 597番地にある (図 4-2、 写 5)。 木曽山脈山麓の扇状地上に

位置する。太由切川南岸の扇状地には西から東にのびる4つの台地があり、その間に小さな沢と湿地があ

る。遺跡はこれらの台地上にある。標高 753m～ 758mで ある。西は山麓にのび、東はゆるやかにつづく。

中央道はこれらの台地を南北に横断し、また、ここに駒ケ根インターチ
エンジが設置されるために、遺

跡は用地内にすっぽり入ってしまう。E跡は現在、水田・畑地・墓地となっている。

グリットはセンター杭 40200を AAと し、GYま で 50～ 54の 間に設定し、特に遺跡の中心と思われるA

区は 50～ 譴:ま で、EF～EYは 48～ 91ま での間に設定 した。

台地上は水田耕作土の下はすぐローム層であり、台地の両端は耕作土の下に黒色土
・褐色土が堆積 し、

ローム層へつづ く。沢に近づくほどローム層が深 くなる。

2)遺 物 (図 19・ 20)

広い範囲にわたって調査 したが、遺構はまったく検出されず、遺物の出土もすくなかった。

土器 (図 19)｀ は( 1・ 2は縄文時代前期、 3～ 71よ縄文時代中期、 8～ 14の摩消縄文の一群は縄文時代

~後
期のものと思われる。この他に、無文の土器片 10点余りと、土師器片が出土 している。石器 (図20)は 、

打石斧 (1～ 5)、 横刃形石器 (6)、 石鏃 (7)が出土 している。

3)ま  と め

切石墓地は、墓地造成の時に組文時代から平安時代の遺物が出土 しているという。また、遺跡の地形な

どから見てもおおいに期待された力ヽ 調査の結果、わずかに遺物が出土 したのみであった。ここに、駒ケ

根インターチエンジが設置されるので、広い用地内に、前述のグリット設定地以外にも、
いくつものグリ

ットを掘ってみたが、ほとんど遺物は採集 されなかった。               (オ f上 )
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が

7月初旬、梅雨の晴れ間をぬうようにしてはじめた発掘調査 も、 8月 から、調査終了の 9月 はじめまで

は、連 日炎天下の調査であった。特に広いインターチ土ンデとなる切石墓地遺跡の調査 は、猛暑の中で、

背たけ以上 もある雑草刈 り、グリット設定、グリット堀 りが何 日も続 き、調査員・作業員のみなさんには

たいへん頑張っていただいた。

調査団は、駒ケ根市地区の調査 にひきつづ き、南箕輪村地区の調査を12月 初旬まで行 ない、飯島町地区

の調査 をも含めての遺物整理、図版整理、原稿執筆であったために、遺構・遺物等についての充分な検討

もで きなかったが、漸 くここに幸艮告書がで きることになった。           ｀

最初 に調査 に入らた大徳原北遺跡 につづいて、大徳原南 B、 大徳原南 A、 横前南、新田原、女体北、切

石墓地、中山原の 8遺跡 を調査 した。遺構は女体北遺跡で平安時代住居址 1軒、新田原遺跡で土渡 4基が

検出されたのみであり、総体的に出土遺物 も少 くなかった。

中田切川 と太・田切川 とにはさまれた、駒ケ岳山麓の扇状地上には多くの遺跡が存在するι扇状地の扇項

部 と扇端部、及び、上穂沢川、如来寺川、鼠り|卜などの諸河川の両岸 と、前記諸河川によらで侵蝕 された残

丘状の台地先端部 に多くの遺跡が存在する。舟山、大城林、女体南、北方などの遺跡は、このようなとこ

ろに立地 している。

中央道は、駒ケ根市の中では、天竜川の低位段丘 とともに、最も遺跡のす くない扇状地扇央部を南北 に

横断 している。

終 りにあたって、地元駒ケ根市、駒ケ根市教育委員会、駒ケ根市立博物館、南割・中割 0北割地区の方

々、伊那教育事務所、日本道路公団伊那工事事務所等の熱意ある応援に感謝の意を捧げる。 (大  沢 )

きとあ
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2.中 山原遺跡                   3.新 田原遺跡

第 3図 駒 ケ根地区中央道 内各遺跡地形 図  (1:2000)

0



女体北遺跡

2.切石墓地遺跡
第 4図 駒 ケ根地区中央道 内各遺跡地形 図
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第 5図  新田原遺跡土墳 1020304 (1:80)
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1雅 刷 品 図 1継 体 田)°卜J二
_4

2 床土 (水田 )
3 黒色土
4 焼土炭混 リローム
5 ローム

第 6図  女体 北遺 跡 1号住 居 址  (1:80)

一-43-一



第 7図 大徳原北遺跡出土土器  (1:3)

徳原北遺跡出土石器 (1:4)
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(1 : 3)第 9図 横前南遺跡出土土器
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第11図 横前南違跡出土石器 (1:4)
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第12図  新田原遺跡出土土器  (1:3)(1～ 9A区ぅ10～ 50E F区 )
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新田原遺跡 E・ F区出土土器 (1:3)
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´

新田原遺跡 EOF区 出土土器・古銭 (1:3)

第15図 新田原遺跡出土石器  (1:4)
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第 16図  女体北遺跡 1号住居址 出土土器 (1:
3～ 4・ 8～ 9覆土)(1～ 5土師 6～ 9・ 1721須恵,

3)(1～ 2・ 5～ 7■ 0～21床面 ;
10-16万反禾由)
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第18図 女体北遺跡、出土石器 (1:4)

第19図  切石墓地遺跡出土土器

第20図 切石墓地遺跡 出土石器  (1:4)
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1。 駒ケ根市遠景 (東伊那より)

2。 大徳原南A=B遺 跡 (北より)
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3。 大徳原南A遺跡 (南より)
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1。 大徳原北遺跡 (南 より)

3.横前南遺跡 (東より)

2。 大徳原北遺跡 (北より)

4。 中山原遺跡遠景 (南東より) 5.中 山原遺跡 (東より)
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図
　
新
田
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遺
跡

le新田原遺跡 (北より)

3.土墳 1

2.新田原遺跡

4。 土疲 2・ 3

5。 土墳 4(上部 ) 6。 土疲 4(下部 )
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1。 女体北遺跡 (北より)

2。 1号住居址 (西より)

3。 出土土器
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1。 切石墓地 (東より)

2.切石墓地
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０ 1。 調査開始の打合わせ

3.グ リット掘り

2。 工事におわれての調査

4。 グリット掘 り

5。 お茶の時間
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o.工事のすすむ大徳原北遺跡
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②

1。 調査に関係したみなさん

―-59-



「

電

長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書

一 飯島町内その 3´ 駒ケ根市地内一

日召ホロ48笙書3月 1 5日 F口届J

昭和 48年 3月 20発行

発行者 日 本 道 路 公 団 名古 屋 支 社

長 野 県 教 育 委 員 会

F口届J所 松 本 市 元 町 2-4-10
こ  ま  く  さ 写 植  F口  届J

〔非売 品〕




